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行 政 報 告 
            平成２９年壱岐市議会定例会９月会議 

１．はじめに 

本日ここに、平成２９年壱岐市議会定例会９月会議にあたり、前

会議から本日までの市政の重要事項、及び今回補正予算に計上した

主な内容等についてご報告申し上げ、議員皆様のご理解とご協力を

賜りたいと存じます。 

（１）有人国境離島施策の推進について 

本法律の施策の重要な柱の一つである雇用機会拡充事業について

は、２度の事業公募及び壱岐市雇用機会拡充審査会を経て、創業  

４件１３名、事業拡大２０件７２名、計８５名の雇用創出、国の交

付金額は１億６千万円となっております。さらに、８月３０日まで

３回目の雇用創出に向けた事業公募を行い、５件の応募があってお

り、現在、国に対し、さらなる追加交付を提出しているところであ

ります。 

航路航空路運賃の低廉化については、４月から７月までの航路航

空路利用者数が全体で２８０，６０５人、対前年比２１，５６８人、

８．３％の増、その内割引運賃の適用者は９３，３４０人で、全体

利用者数に占める割合は３３．３％となっており、市民皆様の経済

的負担緩和と利便性の向上に繋がっているものと捉えております。 

準住民の取扱いについては、市民皆様の扶養親族となっている市

外に居住する１８才以下の児童・生徒、ＵＩターンを検討する滞在

者、お試し移住者、離島留学生、介護福祉士養成校の学生など、国
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の方針に従い申請を行っておりますが、引き続き準住民の対象者の

拡大について、国・県と協議を重ねてまいります。 

なお、国境離島島民割引カードの発行については、８月末現在、

４，９１５人の方が申請されております。免許証等での確認による

運賃低廉化の適用は、来年３月末までとなっており、来年４月から

は、国境離島島民割引カードの提示が必ず必要となりますので、市

民皆様におかれましては、早めのカード作成をお願いいたします。 

（２）まち・ひと・しごと地方創生について 

平成２７年１０月に策定した壱岐市まち・ひと・しごと創生総合

戦略に基づき、これまで国の地方創生推進交付金を活用しながら、

人口減少抑制のための各種事業に積極的に取り組んでおります。 

平成２８年度に実施した地方創生推進交付金事業８事業について

は、壱岐市まち・ひと・しごと創生会議において検証をいただいて

おります。 

本年度は、平成２７年度から平成３１年度までの計画期間の中間

年度に当たる重要な年度となります。これまでの実績や有人国境離

島法の施行など情勢の変化を踏まえ、現行の施策では不十分な点や

足りない点等の課題を捉えた施策の充実を図り、地方創生の事業展

開を確実に推進してまいります。 

（３）小中学生の全国大会での活躍について 

全国中学校体育大会夏季大会・陸上競技選手権大会が熊本市で開

催され、男子走り幅跳びに長崎県代表として出場した 松本
まつもと

 汰壱
た い ち

 君

が、決勝で自己ベストを更新する６ｍ７８の素晴らしい記録で見事
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３位入賞、銅メダルに輝く快挙を成し遂げました。 

また、神奈川県横浜市の日産スタジアムで開催された第３３回全

国小学生陸上競技交流大会に、男子４×１００ｍリレーの部で長崎

県代表として出場した壱岐ジュニアランナーズの選手の皆さんが、

１次予選第２組を３位で突破し、準決勝に進出しました。準決勝で

は、５２秒８のチームベスト記録をマークしたものの第２組で６位

となり、惜しくも決勝進出を逃しましたが、全国最高レベルのチー

ムを相手に一歩も譲らない走りを見せてくれました。 

壱岐の将来を担う子どもたちの健やかな成長は、私の心からの願

いであり、今回の全国大会での素晴らしい活躍を大変うれしく思う

と同時に、この経験が自信へとつながり、自らを成長させる大きな

糧となることを期待しています。 

（４）全国離島交流中学生野球大会について 

離島球児の夢舞台「国土交通大臣杯第１０回全国離島交流中学生

野球大会」通称「離島甲子園」が、去る８月２２日から２５日まで

沖縄県石垣市で開催されました。 

壱岐市選抜チームは、第１回戦で開催地の石垣島選抜チームと対

戦し、手に汗握る投手戦を展開しましたが、０対１で惜敗という結

果でありました。敗れはしましたが、今大会で準優勝に輝いた強豪

の石垣島選抜チームを相手に、壱岐市選抜チームは、見事なチーム

ワークと堅い守りで素晴らしい試合を展開してくれました。 

本大会の意義は、地理的環境から島外との交流機会の少ない全国

の離島の中学生が、野球を通して島と島の交流を図り、青少年の夢



- 4 - 

 

づくり、人づくり、また、郷土を思う誇りと心の醸成に寄与するこ

とにあります。 

この経験を活かし、さらなる夢に向かって、今後の子どもたちの

活躍を期待するものであります。 

 

２．災害復旧 

（１）災害復旧事業について 

去る６月２９日、そして７月６日と立て続けに２度発生した  

「５０年に１度の大雨」と気象庁から発表された記録的な集中豪雨

は、本市に甚大な被害をもたらしました。被災された皆様には、心

からお見舞い申し上げます。 

災害発生時から、復旧に向けて職員一丸となり休日返上で日夜取

り組んでいるところであり、また、職員のみでは健康面、スケジュ

ールの両面において限界があることから、現在、長崎県から土木並

びに農林業の各技術職員の人的支援を受けております。 

災害復旧事業に係る予算については、先の７月会議において補正

予算の議決をいただいておりますが、調査等を行う中で既定予算が

不足することから、今回、所要の予算を計上しております。 

この度は、大規模な被災箇所等もあることから、単年度での復旧

工事が完了せず、複数年を要する箇所もあります。 

市民皆様には、通行止め等でご不便を、また、農地農業用施設に

ついては、農作物の作付け等において、支障をお掛けすることにな

りますが、ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 
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（２）農地等災害復旧事業について 

農地１，０４６箇所、農業用施設３０８箇所、林地１９７箇所、

計１，５５１箇所の災害が発生しております。 

農地、農業用施設については、９月１１日から１１月にかけて国

の査定が実施予定でありますので、査定後、早急に関係事務手続き

を進め、復旧工事に着手してまいります。 

（３）公共土木施設災害復旧事業について 

国による災害査定は、９月１２日の週から１０月１０日の週にか

けて、隔週毎に延べ５回次の査定が実施される予定であり、道路  

１６２箇所、河川２０箇所の計１８２箇所について、現在その査定

準備に万全を期すべく作業を進めております。 

そうした中に、８月１６日並びに２６日にも記録的短時間の集中

豪雨に見舞われ、新たな災害が多数発生しておりますが、本災害に

係る査定は、次回に設定されることとなっております。 

査定終了後は、実施設計、国への補助申請等を行い、早期復旧に

向けての発注準備に入る予定としております。 

 

３．交流人口の拡大 

（１）観光振興について 

本市における観光客数を推計するうえで参考となる九州郵船とオ

リエンタルエアブリッジの本年１月から７月末までの乗降客数累計

は、４０２，８１６人、対前年比１０５．６％でありました。 

また、本年４月から８月末までの一支国博物館の入館者数は、  
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４９，５３８人、対前年度１１３．３％となっております。 

昨年は、熊本地震の影響もあり観光客数が落ち込んでおりました

が、本年は、観光客延数で７年ぶりに５６万人台まで回復した一昨

年を若干上回っており、今後も営業活動など強化してまいります。 

修学旅行、教育旅行については、先の６月会議において７年ぶり

に５千人台を回復したことをご報告しておりますが、近畿地区につ

いては、修学旅行の２年前に方面決定が行われる関係上、平成３０

年度は熊本地震の影響により、九州方面への修学旅行が、関東また

は沖縄方面へ流れている状況にあります。平成３１年度に向けての

対策として営業強化を図る必要があり、８月２１日から２２日にか

けて、近畿２府４県（大阪府・京都府・滋賀県・兵庫県・奈良県・

和歌山県）の中学校の校長先生で構成される近畿地区公立中学校修

学旅行委員会の１３名の方々をお迎えし、壱岐の魅力を最大限に発

信する機会を設けることができ、２年後の修学旅行誘致に期待して

おります。 

（２）国際交流員の招致とインバウンド推進について 

東京オリンピック開催を控え、国内では国際文化交流の重要性が

高まっており、本市においても外国人観光客や市内在住外国人との

関わりが増えています。そのため、市民皆様の国際感覚の醸成や異

文化の価値観を認め合う開かれた地域社会づくりを推進するため、

８月２日から地域振興推進課に国際交流員としてハワイ出身の  

スエダ・マシュー 氏（日系４世）を配置しております。 

今後、海外からの訪問客対応やイベント等での通訳や翻訳、市民
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皆様や学校などを対象とした異文化理解を目的とする出前講座の実

施、外国人観光客の誘客に関する業務など、本市の国際交流やイン

バウンド推進に向けた幅広い活動を予定しております。 

また、国際交流事業として、９月５日から８日まで、自治体国際

化協会との共催により、韓国の５つの自治体の観光関係従事者との

海外自治体幹部交流協力セミナーを開催し、さらに９月１１日・  

１２日には外国メディアを対象として壱岐の魅力を取材していただ

き、その内容を世界に発信することを目的としたプレスツアーを実

施いたします。 

加えて、外国人観光客誘客のためのプロモーションとして、福岡

在住の欧米人を対象として壱岐の魅力を紹介し、ファンネットワー

クを構築するイベントの開催や、コスプレ人口も多くＳＮＳ効果が

大きい台湾を中心にコスプレを通して壱岐の魅力を海外に発信する

事業を計画しております。 

なお、市内のインバウンド受入体制を整備するため、本年度は観

光事業者向けに各種インバウンド講座を企画しており，６月２７日

には第１回目のセミナーを実施し、好評をいただいたところであり

ます。今後は、インバウンド対応の手引きや多言語表示ツールを作

成し、それらの活用を含めた実践セミナーを開催するなど、さらな

るインバウンドの推進を図ってまいります。また、市内事業者の受

入体制の整備を図るため、事業の一部を補助することから、今回、

所要の予算を計上しております。 
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（３）壱岐ウルトラマラソンについて 

１０月２１日開催の壱岐ウルトラマラソンの申込みは、８月３１

日に応募を締め切り、福岡県２７６人、長崎県１３９人をはじめ、

北は北海道から南は沖縄まで３１都道府県から１００ｋｍ４２１人、

５０ｋｍ２９１人、計７１２人の皆様からエントリーをいただいて

おり、昨年のエントリー６３５人と比較すると、７７人増えており

ます。 

市全体で盛り上げるため、小学生には参加選手への手紙を、中学

生と高校生には当日の給水所等の運営に協力をいただき、選手への

激励を行うようにしております。また、ボランティアについては、

島内外から応募があっており、現在も募集を行っております。 

今回、「ギター侍」として有名な 波田
は た

 陽
よう

区
く

 さん、そして、福岡

を中心にイベントなどで活躍され人気が髙い「サラ忍マン」さんと

「くのいちＯＬ娘。」さんをゲストとしてお迎えするようにしており

ます。大会当日「サラ忍マン」さんには選手と一緒に走っていただ

き、波田 陽区 さんと「くのいちＯＬ娘。」さんには、沿道の市民皆

様とともに大会を盛り上げていただくようにしております。 

また、昨年に引き続き、レオパレス２１様をはじめ、富士ゼロッ

クス様、ＪＴＢ九州様、大塚製薬様、西日本吉野家様等、多くの企

業からご協賛いただき、様々な面でご支援をいただいております。 

壱岐全島を舞台としたイベントであり、市としても大会の成功に

向け万全の体制で取り組んでまいりますので、関係機関、団体皆様

のご理解、ご協力をお願いいたします。 
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（４）壱岐なみらい創りプロジェクトについて 

市民皆様が中心となり、対話を通じて壱岐の未来を自分事として

考える「壱岐なみらい創りプロジェクト」の一環として、東京大学、

九州大学のほか、オランダからも大学生が参加し、島内の高校生と

協働して壱岐の地域課題をテーマとし、関係者への聞き取り調査や

討論を重ね、地域活性化案の提言を行う「壱岐イノベーションサマ

ープログラム」を、７月と８月に７日間開催しました。 

今回は、高校生の次世代リーダー人材としての育成、論理的思考

能力の開発、将来に対する視野の拡大、郷土愛の醸成等を主な目的

として開催しましたが、参加した大学生も壱岐の魅力を大いに感じ

ており、口コミ等の宣伝効果についても期待できるところでありま

す。 

なお、今回提案のあった３つの活性化案については、今後、「壱岐

なみらい創り対話会」で具体化に向けて検討してまいります。 

（５）ジェットフォイルの座席指定化について 

去る９月１日に開催した壱岐市航路対策協議会において、九州郵

船㈱から、先に要望していましたジェットフォイルの座席指定化に

ついての説明がありました。 

この座席指定化については、新システムの更新に合わせ実施され、

予約は１１月１日乗船から、受付は１０月１日開始予定とのことで

あります。 

座席の指定については、病気をされている方等の優先席１８席を

除く座席が指定となり、電話予約、ネット予約については、乗船日
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の１か月前の午前９時から前日まで予約受付が可能とのことであり

ます。また一般団体、ツアー団体、教育旅行については、従来どお

り１年前からの予約受付が可能とのことでありました。 

詳細については、今後、九州郵船㈱から周知がなされることとな

りますが、今後も航路・航空路の充実に向けて取り組んでまいりま

す。 

 

４．産業の振興 

（１）農業の振興について 

今年は、梅雨に入り降水量が少なく、農業用ダム・ため池につい

ては貯水量が下がり、一部には干害対策を実施する圃場も見受けら

れましたが、その後、６月２９日から３０日及び７月６日から７日

の２度にわたる集中豪雨により、農地、農業用施設、農作物等に甚

大な被害を及ぼしております。 

こうした中、水稲については、畦畔の崩れ及び土砂流入による被

害が早期水稲、普通期水稲に一部発生しているものの、早期水稲に

ついては、平年並みの収量が見込まれております。 

葉たばこについては、１０月に販売収納が予定されておりますが、

冠水による黄化、疫病、一部圃場への土砂流入による被害が発生し、

目標とする収量２５０ｋｇを下回る２３８ｋｇの収量見込みとなり、

加えて品質低下も懸念されております。 

畜産については、去る７月７日平戸市で開催された第１１回全国

和牛能力共進会長崎県代表牛選考会において、本市から１７頭が出
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品されました。その中で、種牛の部の第３区において、勝本町の 山石
やまいし

 

吉彦
よしひこ

 様の「かねはる号」が県代表牛に選考されました。 

また、肉牛の部においては、第７区で 株式会社野元牧場 様、第

９区では 壱岐市農協肥育センター 様の肥育牛が選考され、今月 

７日から開催される第１１回全国和牛能力共進会宮城大会へ、本市

から３頭が出品されることとなりました。出品者の皆様には、大会

まで大変なご苦労をおかけいたしますが、壱岐牛の名声を一層全国

に高める結果となりますようご期待申し上げます。 

肉用牛経営における子牛の販売は、全国的な繁殖農家の減少に伴

い高値で推移しており、本市においては、平均価格が６月市と比較

し、１頭当たり約４万円安の８０万４千円となっておりますが、依

然として高値での取引となっております。 

しかしながら、高齢化・後継者不足等による繁殖牛の飼養頭数が

減少傾向でありますので、今後も産地維持のため、繁殖基盤の強化

に努めてまいります。 

（２）水産業の振興について 

本年４月から７月までの本市の漁獲量及び漁獲高を昨年と比較す

ると、漁獲量は９０５トンで１９．４％の減、漁獲高は７億８千百

万円で１９．３％の減となっており、漁獲量、漁獲高ともに減少し

ております。 

また、市内５漁協の正組合員数は、平成２８年度末で昨年より  

４７名減の９４０名となっており、漁家及び漁協の経営は大変厳し

い状況が続いておりますが、水産業の振興については、今後も、漁
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業者皆様そして各漁協をはじめ関係機関と連携を図りながら、各種

施策に積極的に取り組んでまいります。 

なお、県営事業による郷ノ浦港、勝本港、印通寺港、芦辺漁港、

大島漁港の港湾漁港整備・改修工事に係る地元負担金について、今

回、所要の予算を計上しております。 

（３）商工業の振興と雇用対策について 

去る７月２１日にハローワーク及び県との合同で、高校２年・  

３年生の生徒を対象とした合同企業説明会を開催しました。本年度

で３年目となる本説明会は、卒業後の進路選択の参考としてもらう

こと、そして、地元就職を促進することを目的として開催しており、

本年度は市内１３社の企業の参加をいただき、壱岐高・商高の両校

から生徒５８人の参加をいただきました。毎年、参加企業も増えて

おり、今後も本事業を引き続き実施し、企業への支援等を含め、雇

用の確保に全力で取り組んでまいります。 

また、８月１日には、一般社団法人壱岐市産業支援機構を設立し、

その事業推進部局として、壱岐しごとサポートセンター（通称Ｉｋ

ｉ－Ｂｉｚ）を立ち上げたところであります。センターの事務所は、

壱岐市農協本所向かい側の郷ノ浦町東触５５１番地３の貸店舗を借

り上げ、森センター長をはじめ、副センター長、事務サポートの  

３名体制となっております。８月１９日には、富士市産業支援セン

ター（ｆ－Ｂｉｚ）の 小出
こ い で

センター長 様、岡崎ビジネスサポート

センター（Ｏｋａ－Ｂｉｚ）の 秋元
あきもと

センター長 様をお招きし、  

Ｉｋｉ－Ｂｉｚオープニングイベントを実施しております。８月  
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２２日から本格的な相談業務を開始し、８月の相談実績３０件、  

９月の相談予約は９月５日現在で３７件となっております。 

壱岐しごとサポートセンターが、起業創業支援をはじめ、様々な

しごとの経営課題等の対応を行い、各種産業の振興、地域の活性化

に大きく貢献するものと期待しております。 

（４）地域商社事業について 

 一般社団法人壱岐市ふるさと商社を８月１日に設立し、本格的に

業務を開始しております。事務所については、当面、観光商工課内

に配置し、市職員の派遣２名、商社採用職員２名、地域おこし協力

隊１名の５名体制で運営しております。 

８月には、東京・有明で実施されたジャパンシーフードショーに

出展し、商社が取扱う商材のＰＲを行うとともに、都内の飲食店等

の訪問活動も併せて実施しました。商社が納品した食材を実際に提

供する飲食店では、お客様との意見交換もさせていただいておりま

す。今後も、市内産品の掘り起こし、売り込み活動等を積極的に展

開してまいります。 

（５）テレワークの推進について 

テレワーク推進事業については、地方創生拠点整備交付金を活用し、

テレワークセンターの改修及びテレワークセンターを利用する島外

者向けの短期滞在型住宅の整備を進めております。 

９月２９日にテレワークセンターのグランドオープンを予定して

おり、今後、本施設を活用したＩＴ企業の誘致による雇用の場の確

保、仕事の誘致による市民皆様の所得向上のほか、島外からの定住
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人口及び交流人口の増加を目指し、島内向けのセミナーや島外向け

の情報発信等を実施してまいります。 

 

５．市民 

（１）壱岐市高齢者福祉計画・第７期壱岐市介護保険事業計画につ

いて 

介護保険制度については、平成１２年度の制度導入以来、３年ご

とに事業計画の見直しを行い、本年度は平成３０年度から平成３２

年度までの壱岐市高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画の策定

年度となっております。 

本市においては、策定業務支援の委託先を選定するためプロポー

ザル方式により審査を行い、６月２１日付けで株式会社ぎょうせい

九州支社と業務委託契約を締結したところであります。 

現在の進捗状況は、平成２８年度に実施した在宅介護実態調査の

分析と介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を実施するとともに、計

画策定のための基礎的な地域データ及び資料の整理と給付実績の集

計・分析を行っております。 

今後は、１０月初旬に予定している第１回目の壱岐市高齢者福祉

計画・介護保険事業計画作成委員会の場で協議し、来年２月までに

計画案を策定し、平成３０年市議会定例会３月会議に議案として提

出する予定であります。 
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６．教育 

（１）教育施設の環境整備について 

芦辺小学校屋内運動場並びに芦辺中学校校舎の改築工事について

は、解体及び改築設計業務委託を発注し、平成３０年度の工事着工・

完成を目途に取り組んでおります。 

また、今回、芦辺小学校屋内運動場の解体工事並びに地質調査と、

昨年被災を受けた屋内運動場裏側全面の法面対策工事に係る費用を、

併せて、芦辺中学校（旧那賀中学校）校舎の解体工事並びに地質調

査に係る費用等、所要の予算を計上しております。 

（２）生涯学習・生涯スポーツの推進について 

平成２９年度長崎県公民館大会壱岐大会を、１０月１２日・１３

日の２日間、壱岐の島ホールを主会場として開催し、分科会並びに

全体会、講演会等を行います。市内公民館関係皆様の多数のご参加

をよろしくお願いいたします。 

また、１１月２５日・２６日には、平成２９年度長崎県スポーツ

推進委員研究大会壱岐大会を、西部開発総合センターで開催します。 

何れの大会も、県内各地から多くの皆様の参加が予想されること

から、おもてなしの心でお迎えすべく、現在準備を進めております。 

（３）心豊かな人を育む芸術・文化の創造について 

劇団四季によるミュージカル公演「こころの劇場」が、平成３０

年２月５日に小学生高学年を対象として、壱岐の島ホールで開催予

定となっております。これは、財団法人舞台芸術センターと劇団四

季が、日本全国の子どもたちに演劇の感動を届けるプロジェクトで
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あり、壱岐市では過去に２回実施されておりますが、今回は３年ぶ

りの開催となります。 

離島において一流の舞台芸術を鑑賞できることは大変意義深いこ

とであり、この機会を捉え市民皆様にもご鑑賞いただきたいと考え

ており、壱岐市文化団体協議会のご協力も得て「一般公演」の実施

に向けた準備を並行して進めており、今回、両公演に係る所要の予

算を計上しております。 

  

７．防災、消防・救急 

（１）防災について 

迅速で的確な災害時における対応を行なうため、各組織・機関と

災害時等における応援協定を積極的に結んでおります。 

この度、壱岐地区生コンクリート組合と「災害時における消火用

水供給応援に関する協定」を締結しました。これは、新潟県糸魚川

市で昨年１２月に発生した大火災を教訓とし、火災または地震等の

大規模災害が発生した場合に、コンクリートミキサー車の積載水で、

防火水槽等の消防水利の補水等を応援していただくものであります。 

このように地域の各組織や機関の皆様に、災害に強いまちづくり

の推進に寄与していただくことは大変心強いことであり、今後も十

分連携を図り、災害対策に万全を期してまいります。 

次に、原子力防災訓練についてご報告いたします。 

玄海原子力発電所での放射能漏れ事故を想定した訓練を９月３日

及び４日に実施しました。 
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今年は、国も直接的に参加し、本市を含めた県内４市と長崎県、

佐賀県、福岡県の３県で行われ、２日間にわたる訓練となりました。

情報収集伝達訓練、住民の避難訓練、誘導訓練、島外への広域避難

訓練等を実施しております。 

壱岐島内のＵＰＺ圏内（３０ｋｍ圏内）から圏外への住民避難で

は、特に配慮が必要とされる避難行動要支援者の訓練として、郷ノ

浦町片原触の福祉施設「ひまわりの家」の入所者が、芦辺町の壱岐

島開発総合センターへの避難を行い、円滑な避難を実施することが

出来ました。避難行動要支援者の避難については、避難することに

より健康リスクが高まる方々の避難対策が、課題として残っており

ます。  

現在、放射線防護施設を三島地区に整備しておりますが、本島の

ＵＰＺ圏内への放射線防護施設整備についても、関係機関と協議の

上、国・県へ要望し、進めていくこととしております。 

原子力災害での避難は、ＵＰＺ圏内から圏外への避難が基本とな

っておりますが、本市からの要望により、壱岐市から本土への広域

避難訓練を実施しております。 

この広域避難について、長崎県の避難時間推計では、全住民の避

難完了に壱岐と本土間の定期航路の客船だけでは約５．５日間、近

海を航行する客船を含めると約２．２日間とされており、避難時間

の短縮が課題と言えます。このため、今回の訓練で実施したように、

自衛隊のヘリコプターや艦船の利用も必要となります。 

また、勝本港を避難港として利用できるように、大型船の接岸が
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出来るような整備を国・県に要望しております。 

市民皆様には、あらゆる災害へ自らの備えを行っていただきます

とともに、地域における防災力の向上に向け、自主防災組織の結成

や育成等について、今後もご理解を賜りますようお願いいたします。 

（２）消防・救急について 

今年の夏は全国的な異常気象となり、市内では、８月末現在、  

２３名の熱中症による患者を救急搬送しております。今後も、残暑

が厳しいことが予想されますので、市民皆様には、引き続き体調管

理に十分ご留意いただきますようお願いいたします。 

先の九州北部豪雨災害で犠牲となられた皆様のご冥福を謹んでお

祈りいたしますとともに、被災された皆様へ心からお見舞い申し上

げます。本市からは、消防本部より緊急消防援助隊として、消火隊

１隊３名及び後方支援隊１隊２名の合計２隊５名をそれぞれポンプ

車と指令車とともに派遣し、７月９日に出発した第２次隊から７月

２５日に帰島した第７次隊まで、延べ１７台、３０名が緊急消防援

助隊として支援活動を行っております。 

 

８．議案説明 

 次に、議案関係についてご説明いたします。 

（１）補正予算について 

 本議会に提出しております平成２９年度補正予算の概要は、 

一般会計補正額           １９億７，９３５万２千円 

各特別会計の補正総額            １億６６２万６千円 
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となり、一般会計，各特別会計の補正額の合計は、 

            ２０億８，５９７万８千円 

となります。なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は、 

２６７億７，０８７万９千円 

で、特別会計については、        １０２億６８１万９千円 

となっております。 

（２）その他の議案について 

本日提出いたしました案件の概要は、平成２８年度各出資法人の

経営状況等に係る報告４件、平成２８年度財政健全化判断比率等の

報告１件、条例の制定・一部改正に係る案件３件、予算案件４件、

平成２８年度各会計決算認定９件であります。 

何とぞ十分なご審議をいただき、適正なるご判断を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

９.おわりに 

 以上をもちまして、前会議以降の市政の重要事項また政策等につ

いて申し述べましたが、様々な行政課題に対し、今後も誠心誠意、

全力で取り組んでまいる所存でありますので、議員各位並びに市民

皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 平成２９年９月７日 

壱岐市長 白 川 博 一   


